


青森大学　脳と健康科学研究センター

令和２年度　活動報告

目次

　研究部門の概要 7　

　研究メンバーの紹介 11　

　研究活動 15　

　スポーツ健康科学部門 16　

　脳神経外科学部門 20　

　スポーツ脳神経医学部門 36　

　リハビリテーション脳神経医学部門 44　

　臨床薬学部門 56　

　参考資料 61　



御挨拶

3



ご　挨　拶

　この度、青森大学脳と健康科学研究センターの第４回目の年報を発刊するにあた
り、センター長の片山容一先生をはじめとするスタッフの皆様のご尽力に対しまし
て、青森大学を代表して感謝申し上げますとともに今後のセンターの研究の一層の
進展を心から願っております。
　青森大学は、「地域とともに生きる」ことを基本理念の一つとして掲げ、総合経
営学部、社会学部、ソフトウエア情報学部、薬学部の４つの学部と附属総合研究所
の有機的連携を通じてその理念を推進してきております。本学は、この理念をベー
スに「グローバリージョン」「尖った大学」「利害関係者の満足」からなる「青森大
学ビジョン2018」を掲げ、改革を行っております。脳と健康科学研究センターは、
青森大学がこれまで蓄積してきた健康に関わる多様な知財を「脳の働きと健康科
学」というテーマのもとに融合し、地域に活かしていくという重要な役割を担った
プラットフォーム組織であると言うことができます。このプラットフォーム組織を
本学と連携して設立した医療法人雄心会とセンターの拠点となっている青森新都市
病院の関係者の方々にはこれまでのご尽力に心から感謝申し上げます。
　脳と健康科学研究センターは、脳の働きから健康を考えるという独自の視点をも
つ研究センターであり、我々が構想する「尖った大学」を志向する大学改革と軌を
一にしているところがあります。特に、本研究センターは、脳とスポーツや運動機
能との関係に関する分野に焦点を当て研究を実施し、成果を上げております。青森
大学は、脳と健康科学研究センターと本学の４学部、総合研究所そして青森ねぶた
健康研究所とのシナジー効果を創出して、地域の発展と健康増進により大きな貢献
ができるよう運営していく所存です。そして、このシナジー効果をより高いレベル
で創造していくために、令和３年４月からは、本研究センターの拠点をこれまでの
青森新都市病院の他に青森大学キャンパス内にも設置して２拠点で新たな展開を
行っていきます。
　最後に、青森大学脳と健康科学研究センターの運営に益々のご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

令和３年３月31日　

青森大学学長　　金井　一賴
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ご　挨　拶

　青森大学脳と健康科学研究センター（CBHS）は、青森大学と青森新都市病院が

連携することによって、平成29年に開設された研究施設です。脳の働きに重点を置

いた健康づくりの研究に取り組んでいます。この年報は、開設から４年目にあたる

令和２年度の活動状況と研究成果をまとめたものです。

　令和２年度、青森新都市病院は、日本スティミュレーションセラピー学会の第２

回学術大会を青森市浅虫温泉「南部屋・海扇閣」で開催しました。脳のスティミュ

レーションセラピーは、ここ10年くらいの間に急速に進歩した分野です。この学会

は、それを駆使したリハビリテーションの発展を先導してきました。

　この学術大会では、「基礎を知り、最先端を追う」という言葉を主題として掲げ

ました。しっかりした知識と技術をもとにして、この分野の将来を担う若手を育て

たいという想いを込めたものです。新型コロナウイルス感染症の流行のさなかでし

たので、webを併用したハイブリッド開催にしましたが、全国から数多くの会員が

会場まで足を運び、活発に討論をしてくださいました。そのおかげで、学術大会と

呼ぶに相応しい賑わいになりました。

　当研究センターの各部門には、学術大会の開催に不可欠の役割を果たしていただ

きました。なかでも、リハビリテーション脳神経医学部門は、その中核を担ってく

ださいました。この部門を担当している安保雅博先生は、この学会の理事長を務め

ておられますし、鄭健錫先生には、学術大会の実行委員長をお務めいただきました。

当研究センターにとって、この度の学術大会は、その開設から４年目までの成果を

反映しているという意味で、記念すべきものだったと言っていいかもしれません。

　当研究センターの運営にあたっては、学校法人青森山田学園ならびに医療法人雄

心会はもちろん、数多くの個人や団体・企業からご支援ご協力をいただいておりま

す。この紙面を借りて心から御礼申し上げます。

令和３年４月30日　

青森大学 脳と健康科学研究センター センター長　　片山　容一
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ご　挨　拶

　2017年５月、雄心会・青森新都市病院と青森大学が提携して青森大学脳と健康科

学研究センター（以下、本センター）が開設され４年が経過しました。昨年に引き

続き2020年度の活動状況と研究成果を年報にまとめる運びとなりました。今年度は

2019年末からの新型コロナウイルスの猛威が世界的に広がり、日常の活動の活動が

制限され、特に医療および教育現場はこれまでにない日々となりました。2020年度

に入ってからもその猛威は継続し、さらに予想だにしない状況に陥り、研究活動に

は大きな支障をきたしました。開設以来の困難な状況でありましたが、継続的に研

究および教育活動を精勤してきました。また、青森大学と青森新都市病院の関係性

においては、今年度初めて病院で青森大学の薬学生を実務実習生として受け入れる

など、着実な関係性を築き上げてきています。今後とも研究・教育の拠点として発

展できるように進めてまいりたいと思います。その為には皆様の温かくも時には叱

咤激励も必要だと思いますので、忌憚のない意見を聞かせていただければ幸いの限

りです。

　最後になりますが、本センターは医療法人雄心会および学校法人山田学園をはじ

めとして、数多くの個人や企業のご支援によって設立運営されております。深く感

謝するとともに、今後ともご支援・ご指導の程、宜しくお願いいたします。

令和３年３月31日　

青森大学 脳と健康科学研究センター 副センター長　　三浦　裕也
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研究部門の概要
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⑴　研究目的

　 　青森大学が進めてきた健康科学に関する研究と，青森新都市病院の持つ最先端の医療技

術が連携し，「脳を活かすこと」に重点をおいて「健康の増進」と「健やかな超高齢社会

の実現」を目指し，独自の視点からさまざまな研究に取り組むことを目的としております．

⑵　研究課題

　 　当研究センターの５つの部門に所属する研究者の過去５年の実績をもとに，これからの

研究を展開するにあたって，具体的な計画立案を講じることが重要な課題となっておりま

す．

⑴　スポーツ健康科学部門

　 　主な研究テーマは，スポーツと健康増進，運動と関連する脳循環，神経受容体の変化で

す．スポーツやエクササイズを含む身体活動量の増加は，脳血管障害を含む生活習慣病の

予防に効果的に作用します．神経科学的解析方法を活用し，運動が脳機能に及ぼす作用の

メカニズムを解明する研究に取り組んでいます．

⑵　脳神経外科学部門

　 　主な研究テーマは，脳神経外科学の視点から見た健やかな超高齢社会の実現です．脳神

経外科学は手術以外にも科学と共に発展してきました．特に脳機能研究では局在論と全体

論の両者に深くかかわってきた歴史があります．社会と共に歩み，脳と脊髄を守るための

研究を脳神経外科学の観点から進めていきます．

⑶　スポーツ脳神経医学部門

　 　主な研究テーマは，スポーツによる脳振盪，外傷性脳損傷，慢性外傷性脳症への対策で

す．スポーツは健康増進法の一つですが，どんなスポーツでも怪我の危険が伴います．と

くに頭の怪我は，繰り返すと重篤な後遺症を引き起こします．スポーツ頭部外傷の病態を

研究し対策を講じることで脳を守り，安全にスポーツができる環境の構築を目指していま

す．

１．研究目的および研究課題

２．研究部門（令和２年度）
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⑷　リハビリテーション脳神経医学部門

　 　主な研究テーマは，リハビリテーションによる脳機能の再建と健康増進への応用です．

現在，リハビリテーションに経頭蓋磁気刺激を併用して，脳卒中後上肢機能を回復し，身

体及び脳機能の再建ならびに健康増進を開始しています．対象を健常人に拡大する予定で

す．

⑸　臨床薬学部門

　 　主な研究テーマは，健康寿命を阻む青森特有疾患の薬学的研究です．青森県に特有な疾

患に対する薬剤の疫学的検討，各種後発品の薬剤特性の解析と適正使用推進に関する研

究，特許切れ後の新薬と後発品発売動向に関する研究を進め，臨床現場と薬学を橋渡しす

る研究，特に青森に特有な疾患に関して疫学的検討を行い解析します．さらに，薬物動態

的手法を用い，後発品を中心とした医薬品の選択の最適化研究を実施します．
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研究メンバーの紹介
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青森大学 脳と健康科学研究センター
センター長　片山 容一 教授

1974年 日本大学医学部卒業
　　　　  バージニア医科大学脳神経外科
　　　　 カリフォルニア大学UCLA医学部脳神経外科などを経て，
1995年  日本大学医学部脳神経外科教授
　　　　  医学部長・副総長なども兼務
　　　　  日本脳神経外科学会常務理事・会長
　　　　  日本脳神経外傷学会理事長・会長などを歴任
2016年 日本大学名誉教授
2017年 医療法人雄心会 青森新都市病院総長
　同　　 青森大学脳と健康科学研究センター長
2019年 医療法人雄心会 青森新都市病院病院長を兼務

スポーツ健康科学部門
主任研究員　日浦 幹夫 教授

1993年 東京医科歯科大学卒業.
　　　　 昭和大学藤が丘病院
　　　　 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院脳神経外科
　　　　 法政大学人間環境学部を経て
2009年 法政大学スポーツ健康学部教授
2018年 青森大学脳と研究科学センター教授

脳神経外科学部門
主任研究員　三國 信啓 客員教授

1989年 京都大学医学部卒業
2008年 京都大学医学研究科脳神経外科准教授
2010年 札幌医科大学医学部脳神経外科教授
2012年 札幌医科大学脳機能センター長
2016年 札幌医科大学附属病院副院長
　　　　 日本脳神経外科学会理事、同学会生涯教育委員会委員長
　　　　 Neurologiamedico-chirurgica(NMC)編集委員長
　　　　 日本脳神経外科コングレス第35回総会会長
　　　　 日本てんかん学会理事
　　　　 脳神経外科手術と機器学会理事長
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スポーツ脳神経医学部門
主任研究員　前田 剛 客員教授

1991年 日本大学医学部卒業、同学医学部脳神経外科
1998年 カリフォルニア大学ロサンゼルス校神経外科
2011年 日本大学准教授

リハビリテーション脳神経医学部門
主任研究員　安保 雅博 客員教授

1990年 東京慈恵会医科大学卒業
2000年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座講師
2007年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座主任教授

臨床薬学部門
主任研究員　三浦 裕也 教授

1985年 東北大学薬学部卒業
2014年 日本血液製剤機構研究開発本部技術開発部長
2017年 青森大学薬学部教授薬学部長
2017年 青森大学脳と健康科学研究センター副センター長
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研究活動
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 　脳血管障害を含む生活習慣病や認知症の予防因子の一つとして身体活動が重

要であるため、スポーツやエクササイズを含む身体活動に着目した研究課題に

取り組む。運動生理学、神経科学的解析方法を活用し、運動が脳機能に及ぼす

作用のメカニズムの解明を目的とする。

 

１ ．神奈川工科大学と共同研究を実施し、「スマート運動器チェックシステム」

を活用した運動機能および認知機能計測の導入を検討し、青森新都市病院の

施設を使用した計測シミュレーションを実施した。「IoTを活用した健康運動

教室（青森方式）」事業として、青森新都市病院リハビリテーション部と共

同で「健康運動教室」の企画・運営を実践し、地域住民を対象とした身体活

動の増進を目的とした運動機能、認知機能計測を実施した（平成31年度公益

財団法人青森学術文化振興財団研究助成）。

２ ．最近５年間の主な研究成果・課題として、運動負荷中の脳血流量（positron emission tomography：

PET計測）、前頭葉皮質酸素代謝（near infrared spectroscopy： NIRS計測）を報告した。

 

１ ．研究課題（①「詐欺抵抗力判定ツールと体力測定データを統合的に活用す

るための予備的研究」、②「運動中に干渉課題を負荷した場合の前頭葉脳皮

質酸素代謝と気分状態の変化の解明」）の準備を進め（青森大学社会学部に

倫理申請中）、予備実験を行い実験環境を整備した。

２ ．脳血管障害の既往がある場合に、運動による脳循環応答をPET計測により解析し（東京都健康

長寿医療センター）、運動処方の妥当性、参加可否を検討し、その結果を第60回日本核医学会学術

総会にて報告した。

３ ．青森新都市病院に通院中の認知症、遂行機能障害の患者さんの脳血流SPECT画像の解析結果を

第44回日本脳神経CI学会総会にて発表予定である（演題名；「認知症診断におけるSPECT脳血流定

量法の活用方法；遂行機能障害を対象とした検討」）。

４ ．新型コロナ感染症の状況に対応するため、国際競技連盟と連携し国内外のスポーツ競技会（ボー

ト競技）の感染対策ガイドラインを作成した。

５ ．血行動態モニタリングシステム（クリアサイトフィンガーカフ）、間接熱量計（CPET）、運動負

荷装置（Motion Cycle 600Med）、血中乳酸値計測機器（ラクテート・プロ）を活用し、運動負荷

時の生理機能計測を実施した。

 

スポーツ健康科学部門
主任研究員　日浦 幹夫 教授

部門の目的

過去の成果

今年度の成果
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１ ．研究課題「運動中に干渉課題を負荷した場合の前頭葉脳皮質酸素代謝と気

分状態の変化の解明」を遂行する。健常若年者（青森大学学生など）を対象

としたフィットネスレベルを調査し、個人のレベルに応じた運動を実践した

際に生じる気分状態の変化と前頭葉脳皮質の酸素代謝を関係を解析する予定

である。さらに、運動中に認知や思考過程の制御を伴う干渉課題（ストルー

プ課題）を実施した場合の前頭葉脳皮質の酸素代謝ついても検討を加える。

２ ．研究課題「詐欺抵抗力判定ツールと体力測定データを統合的に活用するための予備的研究」を遂

行する。詐欺被害を予防する目的で作成され心理的特性を提示する「詐欺抵抗力判定アプリ（ツー

ル）」と日常生活と密接に関係する運動機能、遂行機能を簡便に計測可能な「健康aiちゃん」を組

み合わせ、心理特性と体力因子の関係性を解析する予定である。青森大学社会学部澁谷教授、船木

先生が取り組む社会技術研究開発センター（RISTEX）採択研究課題「高齢者の詐欺被害を防ぐし

なやかな地域連携モデルの研究開発」を基盤とし、「健康aiちゃん」を活用して広く地域を対象に

地域包括ケアシステムにおける健康増進の拠点としてデータ公表を検討しています。

３ ．青森大学構内に「青森大学脳と健康科学研究センター　運動計測室」を設置し、生理機能、運動

機能計測を実践し、脳機能画像研究を統合した臨床研究の遂行が可能なため、その準備を行う。具

体的には以下のようなテーマが考えられ、脳と健康科学研究センター固有の特色のある取り組みと

なることが予想される。

　①　リハビリテーション室のスペースを有効活用した歩行動作解析

　②　自転車エルゴメーター運動中の前頭葉皮質下酸素代謝解析、下肢筋電図モニタリング

　③　認知機能の基礎データとなる各種神経心理検査の実施
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 　脳神経外科学は手術以外にも科学と共に発展してきた．特に脳機能研究では

局在論と全体論の両者に深くかかわってきた歴史がある．社会と共に歩み，脳

と脊髄を守るための研究を脳神経外科学の観点から進めていく．

 

　多様な脳神経外科疾患の病態解明，治療を通じて脳機能の解明とその障害から

の回復についての研究をして，学会や論文において発表してきた．これらの研究

は，いずれもこの部門のテーマである脳神経外科学と深い関係を持っている．

 

　脳機能研究を中心とした脳神経外科学に関する学会発表や論文発表を多数

行った．

 

　現在の研究発展を継続するとともに，高次脳機能の検査方法の開発や老年脳

神経外科の対象となる，正常圧水頭症，認知症，てんかんについても研究を進

める予定である．
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橋 康弘, 飯星 智史, 玉田 智晃, 宮田 圭, 木村 友亮, 三上 毅, 三國 信啓．脳血管内治療 ２巻，

page220，2017

161.  【神経機能マッピング・モニタリング入門】 神経機能マッピング・モニタリングの基本と応用を

学ぼう　術中脳神経機能モニタリング　運動・感覚機能の基本モニタリングSEP、MEP．江夏 

怜, 鈴木 脩斗, 山田 奨人, 三國 信啓.　脳神経外科速報28巻１号，22-26，2018

162.  機能的脳神経外科最新の動向　てんかん診断におけるCCEPの有用性．江夏 怜, 三國 信啓．脳神

経外科46巻２号，163-172, 2018

163.  小児難治性てんかん症例の画像診断と外科的治療戦略．越智 さと子, 菅野 彩, 江夏 怜, 三國 信

啓, 長濱 宏史, 平野 透．CI研究39巻3-4号，131-137,2018

164.  遺伝子解析によりPIK3CAの体細胞モザイク変異が明らかとなった片側巨脳症の１例．山本 晃
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代, 川村 健太郎, 福村 忍, 菅野 彩, 江夏 怜, 越智 さと子, 三國 信啓, 藤田 京志, 松本 直通, 加藤 光

広．てんかん研究36巻１号，page80, 2018

165.  【次のリハビリテーションに活きる!私の脳疾患評価】疾患別評価と画像診断てんかん．江夏 怜, 

三國 信啓.　MEDICAL REHABILITATION 223巻，119-129，2018

166.  小児もやもや病におけるFLAIRでの血管周囲腔拡大所見．鈴木 比女, 三上 毅, 栗原 伴佳, 小松 

克也, 吉藤 和久, 三國 信啓．The Mt. Fuji Workshop on CVD 36巻，161-165，2018

167.  小児脳神経外科疾患の課題と展望．吉藤 和久, 大森 義範, 小柳 泉, 師田 信人, 三國 信啓．潜在性

二分脊椎脳神経外科ジャーナル27巻９号，662-669，2018

168.  小児脳腫瘍の手術:手術手技と合併症回避　小児に対する覚醒下脳神経外科手術．三國 信啓．小

児の脳神経44巻２号，page138，2019

169.  炎症と脳卒中（基礎研究）　"Growing thrombotic aneurysm"　急速増大を始めた血栓化脳動脈

瘤における急性炎症の関与．鈴木 比女, 三上 毅, 玉田 智晃, 鵜飼 亮, 三國 信啓．The Mt. Fuji 

Workshop on CVD 37巻，42-48, 2019

170.  血管炎と脳卒中 もやもや病における炎症性疾患の関与．三上 毅, 鵜飼 亮, 鈴木 比女, 玉田 智晃, 

三國 信啓．The Mt. Fuji Workshop on CVD 37巻，65-69, 2019　

171.  頭部外傷データバンクプロジェクト2015における重症頭部外傷患者の集中治療　積極的体温管

理下における鎮静鎮痛管理の検討．宮田 圭, 山岡 歩, 相坂 和貴子, 葛西 毅彦, 喜屋武 玲子, 文屋 

尚史, 成松 英智, 三國 信啓．神経外傷42巻，2号，103-108，2019

172.  脊髄髄膜瘤におけるMRI上の高位と機能予後・合併病変．吉藤 和久, 大森 義範, 山岡 歩, 小柳 

泉, 三國 信啓．小児の脳神経 （0387-8023）45巻，2号， 77-82，2020.06

173.  頭蓋内前方循環解離に対するEC-ICバイパスの有用性．平野 司, 三上 毅, 鵜飼 亮, 三國 信啓．

The Mt. Fuji Workshop on CVD （0289-8438）38巻 ，124-127，2020.07

174.  頭蓋内動脈狭窄症に対する脳血管内治療の現状と有用性　画像診断および徹底した周術期管理

による合併症回避を基盤とする症候性硬膜内動脈狭窄症に対する血管内治療．金 相年, 大瀧 雅

文, 三國 信啓．The Mt. Fuji Workshop on CVD （0289-8438）38巻 ，112-116，2020.07

175.  頭蓋内動脈狭窄病変の急性閉塞時における血行再建術　脳梗塞急性期におけるバイパス術の

役割．三上 毅, 小松 克也, 平野 司, 鈴木 比女, 香城 章麿, 金 相年, 宮田 圭, 三國 信啓．The Mt. 

Fuji Workshop on CVD （0289-8438）38巻，81-85，2020.07

176.  イラストであらわす手術記録　てんかん外科手術．越智 さと子, 三國 信啓．脳神経外科ジャー

ナル （0917-950X），29巻，４号，307-311，2020.04

177.  Retained medullary cordの２症例．吉藤 和久, 大森 義範, 木村 幸子, 高橋 秀史, 小柳 泉, 三國 信

啓．脊髄外科（0914-6024）34巻，１号，79-83，2020.04

著書（編集）

178.  覚醒下手術てんかんとグリオーマ. 三國信啓編．三國信啓．NS NOW No. ７．脳波判読の基礎と

手術への応用 脳波ギライを克服しよう　メジカルビュー社，160-167，2016

179.  グリオーマ診療－OncologyとNeuroscienceの観点から－．三國信啓編．三國信啓．脳神経外科

診療プラクティス7グリオーマ治療のDecision Making，文光堂, 1-2，2016
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180.  三國信啓．鰐渕昌彦，鈴木侑斗，機能的脳神経外科診療ガイドブック．Ⅱ各論 神経機能のモニ

タリング．メジカルビュー；2018．PP177-192．

181.  三國信啓．プライム脳神経外科 第４巻グリオーマ．２側頭葉02側頭葉内側部．三輪書店；2018．

PP120-129．

182.  脳神経外科臨床マニュアル改訂第５版．三國信啓．覚醒下手術．端 和夫・三國信啓編．丸善出

版, 622-626，2018　

183.  松果体・中脳被蓋・小脳山頂部．端 和夫、三國信啓編．荒川芳輝、三國信啓、宮本享．プライ

ム脳神経外科 第４巻グリオーマ，三輪書店, 206-218，2018

著書（分担執筆）

184.  三國信啓．RHOTON頭蓋内脳神経解剖と手術アプローチ．第Ⅱ部テント上頭蓋スペース-微小外

科解剖と手術アプローチ第４章大脳静脈．南江堂；2018．PP183-226

185.  脳神経外科領域この５年の進歩．内科医に求められる他科の知識．三國信啓．臨床雑誌内科，

南江堂，1787-1790，2019　

186.  病態（定義）．嘉山孝正監修．喜多村孝幸、三國信啓．関連８学会合同脳脊髄液漏出症診療指

針．中外医学社，10-11，2019　

187.  Ⅲ各種疾患11．機能性疾患２．皮質-皮質間誘発電位（CCEP）の有用性．鈴木則宏、荒木信夫、

宇川義一、桑原聡、塩川芳昭編．三國信啓．Annual Review 神経2020．中外医学社，341-345，

2020

国際学会発表

188.  Mikuni N. Effectiveness of Awake Craniotomy for Epileptogenic Focus Resection. World 

Federation of Neurosurgical Societies (WFNS) Symposia 2018, 2018 Aug 19: Kuala Lumpur, 

Malaysia.　

189.  Diagnosis and Treatment for Epilepsy．Mikuni N．The 9th Annual Meeting of the 

International Society of Radiation Neurobiology(ISRN), 2019 

公的研究費の受給

190.  平成29－31年度　日本学術振興会科学研究費　基盤研究（C）分担

　　悪性神経膠腫に対する浸潤能の分子メカニズムの解明と制御による革新的治療法の開発

191.  平成28－30年度　日本学術振興会科学研究費　基盤研究（C）分担

　　脳局所電場電位に着目した脳虚血の病態解析と新治療の開発

192.  平成28－33年度　日本学術振興会科学研究費　基盤研究（C）分担

　　心停止後症候群患者に対する脳波解析

193.  平成28－30年度　日本学術振興会科学研究費　基盤研究（C）分担

　　皮質－皮質間誘発電位を用いたてんかんネットワーク研究

194.  平成30－令和3年度　日本学術振興会科学研究費　基盤研究（C）代表

　　てんかん発作誘発機構解明のための病理組織学的研究
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195.  令和2－令和3年度　厚生労働科学研究費(障碍者政策総合研究事業)分担

　　てんかんの地域診療連携体制の推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究

受賞

196.  28年度 北海道医師会賞・北海道知事賞

　　「ヒト脳機能ネットワークの解明と損傷後脳神経機能回復機構の研究」

197.  29年度　公益財団法人 てんかん治療研究振興財団　研究褒賞

　　「てんかん外科治療における新たな診断方法及び治療技術の研究」
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　スポーツは健康増進法の一つである．しかし，どんなスポーツにも怪我の危

険が伴うため，適切な対策を講じなければ，かえって健康増進を阻害すること

になる．とくに頭部外傷による脳損傷は，重篤な後遺症を引き起こす．この部

門は，スポーツ頭部外傷の病態を研究することにより，安全にスポーツをするための環境整備を目指

して研究を進めている．

 

　2019年度までの５年間に，脳神経外傷および脳損傷・脳浮腫に関する研究，

脳卒中や脳腫瘍の治療に関する研究，再建脳神経外科・ニューロモデュレー

ションに関する研究を実施してきた．また，脳神経外傷および脳損傷・脳浮腫

に関する研究，ならびに再建脳神経外科・ニューロモデュレーションに関する研究について英文の単

行本を出版してきた．これらの研究は，いずれもこの部門のテーマであるスポーツ脳神経医学および

健康科学一般と深い関係を持っている．

 

　2020年度は，高齢者頭部外傷，交通外傷，脳振盪に関する総説を発表し，頭

部外傷の分野で２編のガイドライン作成を分担した．青森新都市病院は，当部

門の片山容一教授を会長として，日本スティミュレーションセラピー学会の第

２回学術大会を開催した（青森市浅虫温泉「南部屋・海扇閣」2020年８月29日－８月30日）．この学

会は，ここ10年くらいの間に急速に進歩した脳のスティミュレーションセラピーと，それを駆使した

リハビリテーションの発展を先導している．リハビリテーション脳神経医学部門の安保雅博教授は，

この学会の理事長を務めている．学術大会では，同部門の鄭健錫教授が実行委員長を務めた．当研究

センターの開設から４年目までの成果を反映しているという意味で，この学術大会は記念すべきもの

だったと言っていい． 

 

以下の項目に重点をおいて研究を継続する．

スポーツ頭部外傷の診断と治療

スポーツによる脳振盪後症候群の疫学

高齢者頭部外傷・慢性硬膜下血腫の現状分析と課題

脳神経外科疾患におけるフレイル・サルコペニアの影響

 

スポーツ脳神経医学部門
主任研究員　前田 　剛 教授＊　　

研　究　員　片山 容一 教授　　
＊客員　

部門の目的

過去の成果

今年度の成果

今後の展開
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原著論文（英文誌）

1.  Yamamuro S, Okamoto Y, Sano E, Ochiai Y, Ogino A, Ohta T, Hara H, Ueda T, Nakamura 

T, Yoshino A and Katayama Y: Characterization of glioma stem-like cells from human 

glioblastomas. International Journal of Oncology 47:91-96, 2015

2.  Yamamuro S, Sano E, Okamoto Y, Ochiai Y, Ohta T, Ogino A, Natsume A, Wakabayashi T, Ueda 

T, Hara H, Nakayama T, Yoshino A and Katayama Y: Anritumorigenic effect of interferon-beta 

by inhibition of undifferentiated glioblastoma cells. International Journal of Oncology 47:1647-

1654, 2015

3.  Hirayama K, Oshima H, Yamashita A, Sakatani K, Yoshino A and Katayama Y: Neuroprotective 

effects of silymarin on ischemia-induced delayed neuronal cell death in rat hippocampus. Brain 

Research 1646:297-303, 2016

4.  Kondo Y, Hirose N, Maeda T, Suzuki T, Yoshino A, Katayama Y: Changes in Cerebral Blood 

Flow and Oxygenation During Induction of General Anesthesia with Sevoflurane Versus 

Propofol. Adv Exp Med Biol: 876:479-484, 2016

5.  Hirose N, Kondo Y, Maeda T, Suzuki T, Yoshino A, Katayama Y: Oxygen Supplementation is 

Effective in Attenuating Maternal Cerebral Blood Deoxygenation After Spinal Anesthesia for 

Cesarean Section. Adv Exp Med Biol: 471-477, 2016

6.  Suyama J, Katayama Y, Hatano K, Yamana K, Shinozuka A, Gokan T, Akutsu Y, Kodama Y, 

Kaneko K and Takase T: An assessment of myocardial perfusion count distribution differences 

among various image reconstruction methods in myocardial perfusion scans using three head 

gamma camera. Annals of Nuclear Cardiology 3:34-41, 2017

7.  Ochiai Y, Sano E, Okamoto Y, Yoshimura S, Makita K, Yamamuro S, Ohta T, Ogino A, 

Tadakuma H, Ueda T, Nakayama T, Hara H, Yoshino A, Katayama Y: Efficacy of ribavirin 

against malignant glioma cell lines. Follow-up study. Oncol Rep 39: 537-544, 2018 

8.  Hirose N, Kondo Y, Maeda T, Matsui M, Matsuda M, Suzuki T: Prophylactic infusion of 

phenylephrine is effective in attenuating the decrease in regional cerebral blood volume and 

oxygenation during spinal anesthesia for cesarean section. Int J Obstet Anesth 37: 36-44, 2019

9.  Yoshimura S, Sano E, Hanashima Y, Yamamuro S, Sumi K, Ueda T, Nakayama T, Hara H, 

Yoshino A and Katayama Y: IFN-beta sensitizes TRAIL-induced apoptosis by up-regulation of 

death receptor 5 in malignant glioma cells. Oncology Reports 42:2635-2643, 2019

10.  Maeda Y, Ichikawa R, Misawa J, Shibuya A, Hishiki T, Maeda T, Yoshino A, Kondo Y: External 

validation of the TRISS, CRASH, and IMPACT prognostic models in severe traumatic brain 

injury in Japan.  PLoS One 26; 14: e0221791, 2019

11.  Ochiai Y, Sumi K, Sano E, Yoshimura S, Yamamuro S, Ogino A, Ueda T, Suzuki Y, Nakayama T, 

Hara H, Katayama Y and Yoshino A: Antitumor effects of ribavirin in combination with TMZ 

and IFN-* in malignant glioma cells. Oncology Letters 20:178, 2020

12.  Otani N, Morimoto Y, Kinoshita M, Ogata T, Mori K, Kobayashi M, Maeda T, Yoshino A: Serial 

changes in serum phosphorylated neurofilament and value for prediction of clinical outcome 
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after traumatic brain injury.  Surgical Neurology International 387: 1-4, 2020

症例報告（英文誌）

13.  Yamamuro S, Fukushima T, Yoshino A, Yachi K, Ogino A and Katayama Y: Primary sellar 

neuroblastoma in an elderly patient. Neurologia medico-chirurgica Case Report Journal 2:57-60, 

2015

症例報告（邦文誌）

14.  須磨　健，渋谷　肇，平山晃康，吉野篤緒，片山容一：クモ膜下出血症に対する脳血管内治療. 

高齢者に対する治療成績と問題点.  Neurosurgical Emergency 20: 35-39, 2015

15.  須磨　健，松崎粛統，渋谷　肇，平山晃康，吉野篤緒，片山容一：選択的な全身麻酔下の頸動脈

ステント留置術. 脳循環代謝26: 25-31, 2015

総説（邦文誌）

16.  前田　剛，吉野篤緒，片山容一：重症頭部外傷治療・管理のガイドライン2013. Annual Review 

神経2015：169-176, 2015

17.  前田　剛，吉野篤緒：低髄液圧症候群と慢性硬膜下血腫：その診断と治療.　脳神経外科速報 

25：1280-1284, 2015

18.  前田　剛：胸郭出口症候群. 日本賠償科学会「外傷に伴う低髄液圧症候群に関する検討委員会」報

告書. 賠償科学 45: 157-158, 2016

19.  片山容一：再建神経外科　脳機能再建のための手術. 日大医学雑誌 75: 39-42, 2016

20.  前田　剛，吉野篤緒：【スポーツによる頭部外傷の最前線】スポーツによる頭部外傷の診断と治療. 

日本医事新報 4859: 31-37, 2017

21.  前田　剛，片山容一，吉野篤緒：【脳神経外傷の課題と展望】高齢者頭部外傷の現状と課題. 脳外

誌27: 9-16, 2018

22.  前田　剛，片山容一，吉野篤緒：交通事故・交通外傷. 現時点における諸問題. 交通事故にまつわ

る疾患や後遺症. 交通事故に伴う後遺障害の現状と課題. 救急医学 42: 715-721, 2018

23.  福島匡道，前田　剛，吉野篤緒，片山容一：【脳振盪】脳振盪の対応と予防（ガイドラインと評価

方法）. 神経内科88：421-429, 2018

24.  成田雄一郎，片山容一：【最新放射線治療体制と患者を呼ぶ力】最新装置と積極体制が果たす経営

貢献. 放射線治療が困難であった地域への最新放射線治療装置の導入効果. 新医療 45: 44-47, 2018

著書（全体を編集，監修）

25.  Visocchi M, Mehdorn M, Katayama Y and von Wild KRH (Eds): Trends in Reconstructive 

Neurosurgery. Neurorehabilitation, Restoration and Reconstruction. [Acta Neurochirurgica 

suppl 124], Springer, Wien/New York, 2017, pp286

26.  片山容一，川内聡子，村山繁雄（編集協力）：「死」とは何か. 実は，あいまいな生と死の境界線. 

Newton 10月，2018，pp145
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著書（分担）

27.  片山容一：【脳深部刺激療法】総論：神経刺激療法の現状と将来. 臨床神経生理学43: 142-143, 2015

28.  Maeda T, Kondo Y, Suzuki T: Neuroanesthesia and Cerebro-Spinal Protection In: Uchino, 

Ushijima, and Ikeda(Eds), Anesthesia for Stereotaxic Neurosurgery and Deep Brain 

Stimulation. pp465-472. Springer, Tokyo, 2015

29.  前田　剛：脳神経外科診療プラクティス6：脳神経外科医が知っておくべきニューロサイエンス
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　リハビリテーション医療により身体及び脳機能の再建をはかることを目的と

している．そのリハビリテーション医療の効果を高めるものとして外部から非

侵襲的に脳を刺激することができる経頭蓋磁気刺激療法や末梢の痙縮を軽減さ

せることができるボツリヌス療法などがある．現在、その効果のさらなる向上やメカニズムの更なる

解明をしている．

 

　主に脳卒中後遺症の改善に経頭蓋磁気刺激療法ならびにボツリヌス療法や装

具療法が有効であることを示した．

 

　主に脳卒中後遺症の改善に反復性経頭蓋磁気刺激療法ならびにボツリヌス療

法が有効を画像評価などで示した．新しい治療機器の臨床研究法における「特

定臨床研究」に参加している。リハビリテーション治療の有効性も示した．

 

　以下の項目に重点を置いて研究する

①　経頭蓋磁気刺激のさらなる効果やメカニズムの研究

②　ボツリヌス療法のさらなる効果やメカニズムの研究

　　　　　　　　　　③　脳卒中後遺症と骨粗鬆症の関係

　　　　　　　　　　④　健康体操の運動量や効果などの検討
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109.  安保雅博．急性期病院　リハビリテーションマニュアル　新興医学出版　2017

110.  安保雅博．上肢ボツリヌス療法とリハビリテーション医療　新興医学出版　2020

111.  安保雅博．急性期のリハビリテーション医学・医療テキスト．東京: 金芳堂，2020.

著書（監修）

112.  安保雅博　リハビリテーション医学　羊土社　2018

著書（分担執筆）

113.  原貴敏，安保雅博．脳卒中の反復性経頭蓋磁気刺激治療rTMSとボツリヌス治療.改訂第２版 脳

卒中理学療法の理論と技術．原寛美，吉尾雅春・編．2016. MEDICAL VIEW. 144-55

114.  脳神経疾患最新の治療　2021-2023 竹川徹，安保雅博　痙縮に対するボツリヌス治療　南江堂　

317-319

115.  リハビリテーション医学・医療コアテキスト. 東京: 医学書院, 2018.

　・新見昌央，安保雅博．集中治療室におけるリハビリテーション診療　P. 236-7

116.  リハビリテーション医学・医療コアテキスト. 東京: 医学書院, 2018.

117.  リハビリテーション医療の展開

　・木村郁夫，安保雅博．ロボットP. 286-7.

　・山田尚基，安保雅博.再生医療．P. 288-9.

　・原　貴敏，安保雅博．Brain Machine Interface(BMI). P. 289-90.

　・佐々木信幸，安保雅博．非侵襲的脳神経刺激. P. 290-2.

　・竹川　徹，安保雅博.痙縮治療．P. 293-4.

　・宮村紘平，安保雅博．ICF P. 294-5.

　・武原　格，安保雅博．障がい者の自動車運転．P. 296-7.

　・巷野昌子，安保雅博．漢方とリハビリテーション医学・医療．P. 297-9.

118.  生活期のリハビリテーション医学・医療テキスト　東京：医学書院，2020.

　・宮村紘平，安保雅博．通所リハビリテーション．P.43-7

　・坪井麻里佳，安保雅博．訪問リハビリテーション．P.48-52

　・山田尚基，安保雅博．リハビリテーション診断の項目と治療目標の設定．P.71-2

　・木下翔司，安保雅博．生活期のリハビリテーション治療の選択とその処方．P.73-83

　・山田尚基，安保雅博．生活期のリハビリテーション診療の評価法．P.215-9

　・巷野昌子，安保雅博．生活期のリハビリテーション診療に役立つ漢方薬の知識. P.220-1

119.  安保雅博、中山恭秀　寝たきり老後がイヤなら毎日とにかく歩きなさい！　すばる舎　2018

120.  安保雅博、中山恭秀　何歳からでも丸まった背中が２ヶ月で伸びる！　すばる舎　2019
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原著論文（邦文誌）

121.  羽賀 祐介, 吉田 豊, 小嶋 美樹, 原島 宏明, 安保 雅博．慢性期脳卒中後片麻痺患者に対する反復

性低頻度経頭蓋磁気刺激と集中的リハビリテーションの併用療法の有効性を評価する指標の検

討　JASMIDを用いた評価の妥当性について．東京慈恵会医科大学雑誌131巻４号 Page97-103

（2016.07）

122.  近藤 隆博, 羽賀 祐介, 角田 亘, 安保 雅博．脳卒中後上肢麻痺に対する主観的評価スケール　Jikei 

Assessment Scale for Motor Impairment in Daily Living-10と上肢運動機能の相関性．東京慈恵

会医科大学雑誌131巻３号 Page71-77（2016.05）

123.  五十嵐 祐介, 中山 恭秀, 佐伯 千里, 及川 恒一, 猿田 雅之, 大高 愛子, 高橋 慧朗, 安保 雅博．肝

硬変患者におけるサルコペニアと身体能力．東京慈恵会医科大学雑誌（0375-9172）133巻３号

Page39-44（2018.05）

124.  兼目 真里, 村田 海, 田口 健介, 田中 智子, 佐々木 信幸, 安保 雅博．６回のA型ボツリヌス毒素

投与が脳卒中後重度上肢麻痺に与える効果．東京慈恵会医科大学雑誌（0375-9172）132巻６号

Page161-167（2017.11）

125.  清水 雅英, 中井 秀典, 鹿野 純平, 田中 智子, 浦部 博志, 上田 聖, 垣田 清人, 安保 雅博．脳卒中後

片麻痺患者におけるThe Southampton Hand Assessment Procedure日本語版の有用性と特性の

検討　Action Research Arm Testとの比較 ：東京慈恵会医科大学雑誌（0375-9172）134巻１号

Page1-8（2019.01）

126.  安保 雅博, 鈴木 智之, 河治 寿都, 木村 郁夫, 四方 紘太郎, 霜鳥 大希, 塙 真太郎. 光学式モーショ

ンキャプチャシステムと加速度センサおよびジャイロセンサを用いたウェアラブル端末型モー

ションキャプチャシステムによる動作解析比較．東京慈恵会医科大学雑誌（0375-9172）133巻６

号Page95-105（2018.11）

127.  田中 智子, 田口 健介, 鹿野 純平, 本松 逸平, 大瀧 直人, 中川 雅樹, 濱口 豊太, 安保 雅

博. 脳卒中片麻痺患者におけるSHAP日本語版の妥当性の検討. The Japanese Journal of 

RehabilitationMedicine（1881-3526）56巻６号 Page499-509（2019.06）

128.  京田 紗里奈, 山崎 龍之介, 鹿野 純平, 田中 智子, 浦部 博志, 垣田 清人, 安保 雅博. 脳卒中片麻痺患

者におけるThe Southampton Hand Assessment Procedure（SHAP）日本語版の有用性の検討　

Jikei Assessment Scale for Motor Impairment in Daily living（JASMID）との関連性から. 東京

慈恵会医科大学雑誌（0375-9172）134巻２号 Page19-26（2019.03）

129.  梅森 拓磨, 中山 恭秀, 安保 雅博. 前方リーチ動作中の非運動肢側肩甲帯の運動特性. 日本保健科

学学会誌（1880-0211）21巻４号 Page201-207（2019.03）

130.  滝川 麻美, 吉田 啓晃, 三小田 健洋, 中山 恭秀, 安保 雅博. 大腿骨近位部骨折患者における活動範

囲別の受傷機転について．理学療法東京（2188-1227）７号 Page16-23（2019.06）

131.  藤田 裕子, 中山 恭秀, 八重田 淳, 安保 雅博. パーキンソン病患者におけるFSST実施可能な要因

の検討. 理学療法東京（2188-1227） ６号 Page30-35（2018.08）

132.  安保 雅博, 重松 孝, 原 寛美, 松田 靖子, 二村 明憲, 山下 義之, 高橋 薫. 脳卒中後の上肢痙縮に対す

るA型ボツリヌス毒素製剤400単位の有効性および安全性　プラセボ対照無作為化二重盲検比較

試験（中間報告）．Progress in Medicine（0287-3648）39巻10号 Page1021-1029 （2019.10）
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133.  渡邉 修, 秋元 秀昭, 福井 遼太, 池田 久美, 本田 有正, 安保 雅博 外傷性脳損傷後10年以上経過した

患者の家族の介護負担感 日本交通科学学会誌 （2188-3874）19巻１号 Page3-8（2019.12）

134.  山本 一真, 大熊 諒, 岩井 慶士郎, 渡邉 修, 安保 雅博　脳損傷後に自動車運転を再開できた失語症

者の予備的分析　病巣,失語症タイプ，SLTAの特徴言語聴覚研究 （1349-5828）17巻4号 Page332-

337（2020.12）

135.  木下 一雄, 樋口 謙次, 中山 恭秀, 大谷 卓也, 安保 雅博　後方進入法による人工股関節全置換術

後５ヵ月における靴下着脱動作の獲得状況と獲得するために必要な機能的な目標値の検討　多

施設間での縦断的研究The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine （1881-3526）57巻10号 

Page976-985（2020.10）

136.  藤田 吾郎, 大高 愛子, 浦島 崇, 中村 高良, 中山 恭秀, 小林 一成, 安保 雅博　先天性心疾患術後遠

隔期の学童期から青年期の患者における健康関連QOLと運動耐容能および身体活動状況の関係

　理学療法学 （0289-3770）47巻４号 Page316-323（2020.08）

137.  坂本 大悟, 中山 恭秀, 林 友則, 安保 雅博　Action Research Arm Testの「手を後頭部へ」にお

ける動作パターンから捉えたNEUROの質的治療効果　明らかな二峰性を示した肩関節屈曲角度

変化　日本スティミュレーションセラピー学会会誌 （2435-7596）１巻１号 Page83-88（2020.03）

138.  田中 智子, 大熊 諒, 藤田 吾郎, 木下 翔司, 渡邉 修, 安保 雅博　脳卒中片麻痺患者におけるAction 

research arm test（ARAT）の改善に影響する因子の検討　初回ARATスコアを用いた層別化

解析　日本スティミュレーションセラピー学会会誌 （2435-7596）１巻１号 Page57　64（2020.03）

139.  大熊 諒, 渡邉 修, 帯刀 舞, 岩井 慶士郎, 安保 雅博　脳損傷者のドライビングシミュレーターによ

る評価と運転再開可否判定の関係性　運転再開可否判定の予測に向けた基準値の検討　作業療

法 （0289-4920）39巻2号 Page202-209（2020.04）
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　薬学と臨床の現場をつなぐ部門として開設され，「地域とともに生きる」と

いう青森大学の学則に則り，大学と病院が協力し合うことで地域に貢献できる

よう研究および啓蒙活動を実施することを目的とする．

１）青森県に特有な疾患に対する薬剤の疫学的研究

２）後発品に関連する薬剤特性に関する研究

３）医薬品の適量使用を目指した研究

４）疾病の遺伝学的研究

５）健康に関する啓蒙活動

６）薬剤師不足解消に関わる教育検討および啓蒙活動

 

「しあわせあおもり」に生きるセミナー

　定期的に開催し，地域住民の健康増進の啓蒙活動を行う．平成29年度から13

回実施している．

薬学部４年生科目「臨床医学概論」

　さまざまな領域における疾患の症状，発症機構，診断法，治療法を医師の立場から講義する．平成

29年．４名７コマ，令和30年度４名７コマ，平成31年（令和元年）度６名７コマを新都市病院の先生

に講義を担当していただいた．

遺伝学的成果（疾病の遺伝学的研究）

　クロイツフェルト・ヤコブ病は，感染性異常型プリオンタンパク質が主要病原体である新しい概念

の疾患であり，その治療法は確立されていない．また，正常型プリオンの機能は明らかになっていな

い．GPR126は，髄鞘という神経の機能に必要な構造体の形成に関与する受容体として知られていた

が，最近，GPR126のリガンドとして正常型プリオンが報告された．本研究の目的は，正常型プリオ

ンの生理的機能を解明することで，プリオン病とGPR126との関連を明らかにし，またプリオン病の

治療法の糸口にすることである．

　プリオン遺伝子のクローニングを行い，正常型プリオンタンパク質を用いたGPR126のリガンドと

しての機能を調べる目的で実験を行った．昨年度はC末端欠損型プリオン遺伝子のクローニングを行

い，C末端欠損型プリオンの精製法の改良を試み，C末端欠損型プリオンがGPR126のリガンドとして

作用することがわかった．

 

臨床薬学部門
主任研究員　三浦　裕也 教授
研　究　員　水野　憲一 教授

部門の目的

過去の成果
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『「しあわせあおもり」に生きるセミナー』

　本年度は，コロナウイルス感染症拡大防止のため，開催を中止した.

薬学部４年生科目「臨床医学概論」

　本年度は９名９コマ新都市病院の先生に講義を担当していただいた．

遺伝学的成果（疾病の遺伝学的研究）

　本年度は，レポーターアッセイを用いたGPR126を介したプリオンタンパク質のシグナル伝達系の

解析を行った．その結果，GPR126はGsと共役してだけでなく，他のGタンパク質とも共役している

ことが示唆された．

 

　今年度は，コロナ禍により東京オリンピックの開催が延期となり，様々なス

ポーツ大会開催が見送られた．今年度は，青森山田学園の強みであるスポーツ

開催に関して，薬学的見地からコロナ感染症に対する予防策の提案し，また，

スポーツと薬物についての啓蒙活動を推進する．

　また，新都市病院の薬剤科と徐々に交流が進んでいるものの，更なる臨床研究面での連携や医療問

題での解決を図る様，関係構築に努める．今年度は実務実習も行なったので臨床薬理的研究に進めて

いく．

　薬学部４年生科目である「臨床医学概論」では，平成29年度より新都市病院の先生方が一部担当し

ている．昨年度は９名と年々人数およびコマ数が増加している．今後，ますます協力体制を強化する

とともに，教育成果の解析を進める．

　免疫学的検討では，精製したプリオンタンパク質を用いて，神経細胞や骨細胞に対する機能を解析

していく．正常型プリオンタンパク質の神経細胞に対する効果を調べることで，不明であったプリオ

ンタンパク質の生理的役割が解明できる．またこの研究をさらに発展させ，プリオン病の原因とな

る異常型プリオンが神経細胞に及ぼす影響の解明に繋がる．また，疾患との関連が示唆されていた

GPR126の機能解析が解明され，脱髄性疾患や思春期突発性側湾症の治療に結びつくことが期待され

る．

 

原著論文（邦文誌）

1.  水野憲一　青森大学薬学部の紹介　医薬品相互作用研究　39，46（2016）

2.  平尾航，五戸木実，水野憲一　機能抗体作製のためのオーファン受容体GPR126の精製　医薬品相

互作用研究　39　47-49（2016）

学会発表

3.  平尾航，水野憲一　機能抗体作製のためのオーファン受容体GPR126の精製　第86回日本薬学会東

北支部大会　2015年９月26日　岩手

4.  水野憲一　神経系におけるGタンパク質共役型受容体の機能解析　北海道から芽吹いた生命科学シ

ンポジウム　2017年５月６日　北海道

今年度の成果

今後の展開
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5.  横浜康平，小笠原大樹，井沼道子，三浦裕也（青森大薬）後発医薬品の最適選択に向けた製剤特性

の検討　－ロキソプロフェンとファモチジン－　日本薬学会東北支部大会　第56回日本薬学会東

北支部大会　2017年10月21日　仙台

6.  小笠原大樹，三浦裕也（青森大薬）薬物動態パラメーターにおける後発医薬品の評価法の検討　日

本薬学会東北支部大会　第56回日本薬学会東北支部大会　2017年10月21日　仙台

7.  井沼道子，小笠原大樹，横濱康平，古舘澄人，工藤貴史，葛西嘉駿，三浦裕也（青森大薬）中高生

に興味を持たせる薬学体験プログラムの構築　その１　打錠体験　第56回日本薬学会東北支部大

会　2017年10月21日　仙台

8.  三浦裕也，小笠原大樹，横濱康平，古舘澄人，工藤貴史，葛西嘉駿，井沼道子（青森大薬）中高生

に興味を持たせる薬学体験プログラムの構築その２　コンパートメントモデル第56回日本薬学会

東北支部大会　2017年10月21日　仙台

9.  井沼　道子１，杉原　啓介１，石岡　憂聖１，乳井　涼１，葛西　嘉駿１，古舘　澄人１，工藤　貴史
１，三上　智治２，中西　俊博２，廣津　千絵子２，栁谷　浩紀２，三浦　裕也１（１青森大薬，２中央

薬品）「アンジオテンシンⅡ受容体遮断薬（ARB）先発品・後発品の薬局来訪者における認知度及

び使用実態に関する研究」日本薬学会第139年会　千葉

10.  水谷征法，大越絵実加，多田智美，堀端孝俊，三浦裕也，水野憲一（青森大薬）青森大学高大連

携プログラム「高校生科学研究コンテスト」の実施と参加生徒が希望する進路の意識調査　第４

回日本薬学教育学会大会　2019年８月24，25日　大阪

11.  水谷征法，大越絵実加，多田智美，佐藤昌泰，三浦裕也，水野憲一　高大連携プログラム「高校

生科学研究コンテスト」参加者のアンケート調査からみる地方創生を目指す青森大学薬学部の役

割　日本薬学会第141年会　2020年３月27日　広島

講演会開催

　『「しあわせあおもり」に生きるセミナー』

　平成29年度～令和２年度

12.  第１回　６月25日

　　 　「青森県の健康寿命延伸に向けた対策」

　　 　　講師：松坂　育子（青森県がん生活習慣病対策課主幹）

13.  第２回　９月23日

　　 　「高齢者の上手な栄養の摂り方，摂らせ方」

　　 　　講師：淺利　和宏（青森市健康部　青森市保健所）

14.  第３回　11月19日

　　 　「まちかど薬局の使命　～薬剤師が通院困難患者へできること～」

　　 　　講師：高橋　学（有限会社イクス　安田調剤薬局）

15.  第４回（平成30年２月10日）

　　 　「あなたの睡眠の悩みを解消する睡眠と睡眠薬のお話」

　　 　　講師：善本　正樹（協和病院　院長　秋田県大仙市）

16.  第５回（平成30年３月17日）
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　　 　「口腔ケアと健康生活」

　　 　　講師：高谷　和彦（青森市歯科医師会　会長）

17.  第６回　６月30日

　　 　「そもそもクスリはなぜ効くんだろう？」

　　 　　講師：三浦　裕也（青森大学　薬学部長）

18.  第７回　７月29日

　　 　「血液で分かる私たちの健康」

　　 　　講師：柴崎　至（青森県赤十字血液センター所長）

19.  第８回　９月15日

　　 　「なぜ今，漢方薬？」

　　 　　講師：上田　條二（青森大学　名誉教授）

20.  第９回　11月17日

　　 　「腰の大切さ－あなたの腰は大丈夫？」

　　 　　講師：末綱　太（青森新都市病院　副院長）

21.  第10回　平成31年１月26日

　　 　「がん治療最前線：放射線でがんは治るの？

　　 　～放射線を少し理解，そして放射線治療の今～」

　　 　　講師：成田　雄一郎（青森新都市病院　医学物理室　室長，放射線治療科　科長）

22.  第11回　平成31年３月31日　演者急病のため中止

　　 　「ほほえみと愛の言葉を」～ぬくもりの修行～

　　 　　講師：青山　俊董　老師（愛知専門尼僧堂　堂長）

23.  第11回　令和元年６月22日

　　 　「その人らしく生きるために　～排泄介助をとおして」

　　 　　講師：佐藤　晴美（あすなろ療育福祉センター　看護師）

24.  第12回　令和元年９月21日

　　 　「転ばぬ先の杖　～身近な感染症の予防法～」

　　 　　講師：清水　保明（青森大学薬学部　教授）

25.  第13回　令和元年12月７日

　　 　「災害時，薬はあなたの元に届くのか？～普段から自分たちにできること～」

　　 　　講師：金野　良則（気仙中央薬局　薬剤師）

26.  第14回　令和２年３月21日　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

　　 　「 オリンピックイヤーにスポーツと健康の関係を再考する：オリンピック憲章に込められた

健康増進の願い」

　　 　　講師：日浦　幹夫（青森新都市病院　脳神経外科医長）
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　2020年８月29日から８月30日の二日間にわたり，浅虫温泉　南部屋・海扇閣において片山

容一先生が大会長を務め第２回日本スティミュレーションセラピー学会学術大会が開催されまし

た．日本スティミュレーションセラピー学会は脳や神経への磁気刺激治療，電気刺激治療，そし

てリハビリテーション治療などの，評価，方法，効果などを研究・発表し，医学的専門領域を超

え，また多職種間による会員相互の情報交換を主とした規模は小さいながら学術的には専門性の

高い学会です．2010年より研究会として発足し2019年に第１回学術大会が福島県で開かれそ

のあとを継いでの学術大会でしたが，新型コロナウィルスの感染拡大に伴い，集会や行動の制限

により多くの研修会・学会が中止，延期を余儀なくされる中での開催となりました．感染予防対

策が施された現地会場での発表や講演に加えて，Webを介しての配信，視聴，質疑応答などの

ハイブリッド形式での学術大会となりました．一般演題は脳血管障害などの脳損傷後の経頭蓋磁

気刺激による運動機能，言語機能の改善に関する発表や特別講演では「高次脳機能障害にかかわ

る脳機能解剖」，「ニューロモデュレーション療法」，「摂食嚥下障害に対するスティミュレーショ

ンセラピー」などの６題の基礎医学から臨床応用，最新の治療法など脳科学やリハビリテーショ

ン医学に有意義な講演が行われました．新型コロナウィルスの感染の影響のもと青森市での学術

大会に全国からの直接参加者は100名を超え，またWebによる参加も50名と盛会裏に当初の予

定通りに無事に全日程を終えることができました．
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青森大学脳と健康科学研究センター教授　日浦幹夫

令和２年度講演等実績

日　　付 開　催　名　称 詳　細

2020/２/16（日）

第73回癒しの環境研究会
「運動と癒し」
「エクササイズとリラックス（快適さ）の関係：運動と
脳機能の研究結果から」

講　演

2020/２/28（金）

第３回RISTEXプロジェクトシンポジウム2020
「健幸aiちゃん」と「短縮版詐欺抵抗力アプリ」の協働
による普及・啓発
「ロコモティブ・シンドローム予防のために開発した
『健幸aiちゃん』」

講　演

2020/７/31（金）
東奥日報「短命県返上キャンペーン」：「女性の美しさは
心と健康から」
「運動を始めて、続けて、生き生きライフ」

記　事

2020/10/21（水）
東奥日報「短命県返上キャンペーン」：「健康づくりは職
場から」
「運動を始めて、続けて、生き生きライフ」

記　事

2020/８/29（土）

第２回日本スティミュレーションセラピー学会学術大会
in青森
「病態メカニズムに基づいたリハビリテーション治療戦
略：森岡　周

座　長

2020/12/１（火）
東奥日報「短命県返上キャンペーン」：「毎日の運動で体
も心も快調に」
「運動してストレス解消しよう！」

記　事
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第３回　RISTEXプロジェクトシンポジウム2020
「高齢者の詐欺被害を防ぐしなやかな地域連携モデルの研究開発」

青森大学脳と健康科学研究センター教授　日浦幹夫
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第３回　RISTEXプロジェクトシンポジウム2020
「健幸aiちゃん」と「短縮版詐欺抵抗力判定アプリ」の協働による普及・啓発
「ロコモティブ・シンドローム予防のために開発した『健幸aiちゃん』」 

青森大学脳と健康科学研究センター教授　日浦幹夫
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運動して
ストレス解消しよう！
ストレス解消には、好きなものを好きなだけ食べる？
お酒を飲む？ いいえ、もっと健康的に、運動をしましょう！ 
青森大学脳と健康科学研究センター教授で青森新
都市病院脳神経外科医長の日浦幹夫さんに、運動
とストレス解消について伺いました。

！

「軽い」「きつい」とは、具体的にどんな状態？Q.

どんな運動を、どのくらい行えば
ストレスを解消できる？

Q.

継続するためのアドバイスを。Q.

「軽い」ペースは、呼吸の乱れをあまり感じることがなく、あく
まで自分で「軽い」と感じられ、余裕をもって20分程度
続けられるペースです。「ややきつい」は「軽い」のペースを
少し上げた状態と意識することが重要で、呼吸に余裕が
感じられなくなる程度です。

A.

サイクリングやジョギングのような有酸素運動を20分程度
行うことで、ポジティブな気分になることが知られています。
運動のきつさ・ペースは「軽い」から「ややきつい」までの
状態で行うことで、ストレス解消への効果が期待できます。

A.

疲れている時は「軽い」ペースで10分だけ、調子が良い
時は「ややきつめ」で20分以上など、その時の体調・気分
に応じたバリエーションを作りましょう。ペースを段階的に
上げて、続ける時間も徐 に々増やせるような目標を立てると
効果的です。頻度は1～3日おきで構いません、週に2～3回
から始めてはいかがでしょうか。例えば「1カ月に１㌔やせる」
といった具体的な目標をたてて、楽しくチャレンジできる
状況をつくることが大事です。さらに、家族や仲間と一緒で
あれば続けやすいでしょう。

A.

青森大学脳と健康科学研究センター教授
青森新都市病院脳神経外科医長

日浦 幹夫さん
ひうら　みきお

（青森）

運動してストレス解消しよう！
青森大学脳と健康科学研究センター教授　日浦幹夫
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第73回癒やしと環境研究会
「運動と癒やし」

青森大学脳と健康科学研究センター教授　日浦幹夫
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東奥日報「短命兼返上」キャンペーン　青森県健康経営応援プロジェクト
健康づくりは職場から

青森大学脳と健康科学研究センター教授　日浦幹夫
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東奥日報「短命兼返上」キャンペーン　女性の美と健康　応援します
「女性の美しさは心と健康から」

健康づくりは職場から
青森大学脳と健康科学研究センター教授　日浦幹夫
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HOME

会長挨拶

演題募集

プログラム

認定医制度

事前参加登録・
参加者へのお知らせ

座長・演者へのお知らせ

抄録本文（会員限定）

会場案内

宿泊のご案内

座座
長：長：

国立長寿医療研究センター　近藤和泉　先生国立長寿医療研究センター　近藤和泉　先生
藤田医科大学七栗記念病院　園田　茂　先生藤田医科大学七栗記念病院　園田　茂　先生

座座
長：長：

富山大学　黒田　敏　先生富山大学　黒田　敏　先生
東北大学　出江紳一　先生東北大学　出江紳一　先生

座座
長：長：

秋田大学　島田洋一　先生秋田大学　島田洋一　先生

プログラムプログラム

9:00　開会の辞9:00　開会の辞

9:10-9:48　特別企画「リハビリテーションロボット」9:10-9:48　特別企画「リハビリテーションロボット」

1. 基調講演：ロボットリハビリテーションの現状と展望（佐賀大学　浅見豊子 先生）
2. ロボット紹介1（インターリハ株式会社）
3. ロボット紹介2（フランスベッド株式会社）
4. ロボット紹介3（HAL、CYBERDYNE株式会社）

9:55-11:379:55-11:37
アカデミックレクチャーシリーズ「ニューロリハビリテーションの手技」アカデミックレクチャーシリーズ「ニューロリハビリテーションの手技」

（日本ニューロリハビリテーション学会認定医取得のための研修会（1点））

1. パーキンソン病リハビリテーションの新展開－なぜ有酸素運動やリズム歩行アシストが有効なのか?
（東海大学　野川　茂 先生）

2. CI療法（Constrain-induced movement therapy）（兵庫医科大学　道免和久 先生）
3. 認知症のリハビリテーション（国立長寿医療研究センター　大沢愛子 先生）
4. 病態に基づく半側空間無視に対する臨床意思決定（畿央大学　森岡　周 先生）
5. 経頭蓋磁気刺激療法（TMS）（東京慈恵会医科大学　山田尚基 先生）
6. ブレイン・マシン・インターフェイスのなかにある人工知能とリハビリテーション（慶應義塾大学　牛

場潤一 先生）

11:50-12:2011:50-12:20
ハンズオンセミナー「痙縮のボツリヌス治療における投与筋の同定および選定」ハンズオンセミナー「痙縮のボツリヌス治療における投与筋の同定および選定」
（グラクソ・スミスクライン株式会社協賛）（グラクソ・スミスクライン株式会社協賛）

12:30-13:15　ランチョンセミナー（日本ストライカー株式会社協賛）12:30-13:15　ランチョンセミナー（日本ストライカー株式会社協賛）

腰部脊柱管狭窄症の臨床　－診断と治療－（長崎労災病院　小西宏昭 先生）

13:20-13:50　評議員会13:20-13:50　評議員会

第11回　日本ニューロリハビリテーション学会
シンポジウム「軽度外傷性脳損傷後の高次脳機能障害」

日本大学医学部脳神経外科学、青森大学脳と健康科学研究センター　前田　剛
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座座
長：長：

東京慈恵会医科大学　安保雅博　先生東京慈恵会医科大学　安保雅博　先生
金城大学　前島伸一郎　先生金城大学　前島伸一郎　先生

座座
長：長：

弘前大学　大熊洋揮　先生弘前大学　大熊洋揮　先生
川崎医科大学　三原雅史　先生川崎医科大学　三原雅史　先生

13:50-14:40　ポスターセッション13:50-14:40　ポスターセッション

14:50-16:4514:50-16:45
シンポジウムI「軽度外傷性脳損傷後の高次脳機能障害」（総合討論10分）シンポジウムI「軽度外傷性脳損傷後の高次脳機能障害」（総合討論10分）

1. 頭部外傷後画像上の異常所見はみられず記憶障害を呈した症例（日本医科大学　日高可奈子 先生）
2. 軽度外傷性脳損傷（MTBI）の概念とそれに起因する慢性期の認知機能障害（日本大学　前田　剛 先
生）

3. 交通事故による頭部外傷後の高次脳機能障害評価症例における受傷状況再現解析の試み（兵庫県災害医
療センター神戸赤十字病院　林　成人 先生）

4. 軽度外傷性脳損傷でみられる高次脳機能障害のリハビリテーション（東京慈恵会医科大学　渡邉　修 先
生）

5. 交通事故による頭部外傷後高次脳機能障害の認否が争われた裁判例の検討（かがわ総合リハビリテーシ
ョン病院　河井信行 先生）

6. 会長講演：軽度外傷性脳損傷後に出現する高次脳機能障害の発生機序　－二相性セロトニン分泌異常仮
説－（木沢記念病院・中部療護センター　篠田　淳 先生）

16:50-18:45　シンポジウムII「スポーツイップス」（総合討論10分）16:50-18:45　シンポジウムII「スポーツイップス」（総合討論10分）

1. スポーツ選手のイップス　－その概念－（川崎医科大学　三原雅史 先生）
2. 座談会「イップス体験談」（坂井初敏プロ、出口栄太郎プロ、弘前大学　大熊洋揮 先生、川崎医科大
学　三原雅史 先生）

3. スポーツイップス　－ジストニア性と非ジストニア性イップスの鑑別について－（富山大学　服部憲明
先生）

4. スポーツイップスの神経メカニズム（京都大学　花川　隆 先生）
5. イップスの行動分析学（生命保険アンダーライティング学院　八木孝彦 先生）
6. スポーツイップスの体験に基づく治療法の模索（医療法人財団美生会小金井病院　田辺規充 先生）

18:45　閉会の辞18:45　閉会の辞
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青森大学薬学部　令和２年度講義
出 講 実 績 一 覧

総合経営学部

講　　　義 担　当 日　程

生理学   ３年前期・２単位 （教職課程必須） 日浦　幹夫 毎週水曜日４限

衛生学　３年後期・２単位（教職課程必須） 日浦　幹夫 毎週水曜日４限

薬　 学 　部

講　　　義 担　当 日　程

地域と健康Ⅲ　４年後期（分担）１単位　必須 日浦　幹夫
11月４日（水）
11月11日（水）

臨床医学概論

講　　　義 担　当 日　程

脳神経外科領域 片山　容一 ９月15日（火）

整形外科領域 末綱　　太 ９月15日（火） 

呼吸器疾患 日浦　幹夫 ９月24日（木） 

形成外科領域 中島　龍夫 ９月29日（火）

麻酔科領域 前田　　剛 ９月29日（火）

歯科口腔外科領域 藤原　祐輔 10月６日（火） 

リハビリテーション医学領域 鄭　　健錫 10月６日（火） 

消化器疾患・代謝疾患 三浦　　心 １月19日（火） 

救急医学領域 高屋　誠吾 １月19日（火） 
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